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福島市
①学校運営上の

課題
その他

本市においても、教員の業務
負担増加が課題となっている。

地域学校協働本部が各学校と面談し、
教職員の負担軽減につながるボランティ
アについて把握した上で、学校のニーズ
に合致した学習ボランティアをコーディ
ネートする。

地域学校協働本部が学校に対
し、地域の特性に応じた人材を
コーディネートすることで、教職
員の業務負担軽減を図る。

本事業における事業評価
アンケート（実施校を対
象）のうち、教職員の負担
軽減効果について「十分」
と回答した学校数の割合
※本年度の目標値につい
てはコロナ禍以前（平成３
０年度）の数値に設定。

23 ％ 44

福島市
②学校と地域の

課題
学校支援ボランティ

アの確保・育成

R４年度において、新型コロナ
ウイルス感染症の影響も重な
り、自己有用感を十分に感じて
いない学校支援ボランティアは
全体の31％であり、次年度以
降の学習支援ボランティアの
確保に向けて、自己有用感の
低下が課題となっている。

学校支援ボランティアの意義や心得、学
校教育の現状や子どもの発達等を説明
することを目的とした「学校支援ボラン
ティア研修会」を開催することにより、自
己有用感の向上を図る。

学校支援ボランティアの自己有
用感を向上させることにより、次
年度以降も継続し参加する学校
支援ボランティアを確保する。

本事業における事業評価
アンケート（学校支援ボラ
ンティアを対象）のうち、自
己有用感について「十分」
と回答した学校支援ボラン
ティアの割合
※本年度の目標値はコロ
ナ禍以前（令和元年度）に
策定した「福島市教育点
検評価」の数値に基づく。

31 ％ 52

福島市
②学校と地域の

課題
その他

本市において、全国学力・学習
状況調査による「地域の行事
に参加してる児童生徒の割合」
は新型コロナウイルス感染症
の影響も重なり、減少傾向
（【R1年度】①小学校6年生
64.9％、②中学校3年生42.4％
【令和3年度】①小学校6年生
52.3％②中学校3年生33.1％
※R2年度は中止）である。この
ことは、子どもの学びと地域の
教育力の結びつきを弱める課
題となっている。

各学習センターに地域学校協働本部を
設置し、地域内の学習支援ボランティア
を学校に派遣することで、児童生徒のよ
りよい学びの場を提供する。また、これ
により、児童生徒が郷土学習や地域の
課題解決に向けた学習及び地域行事の
参画を図る。

児童生徒の郷土学習・地域の課
題解決に向けた学習や地域行
事及び地域貢献活動の参画に
より、地域と学校の共創を深め
る。

全国学力・学習状況調査
による「今住んでいる地域
の行事に参加している児
童生徒」の割合
①小学校６年生
②中学校３年生
※本年度の目標値はコロ
ナ禍以前（令和元年度）に
策定した「福島市教育点
検評価」の数値に基づく。

①47
②30

％

①
70％
②

50％

●R5年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

1 ページ


